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せします！

平成30年度福井市非営利公益

市民活動促進助成事業

（公財）ふくしん地域振興

協力基金　助成事業

①自由提案コース

市民活動団体の自由な発想と機動力を活か

した先駆的な事業

②協働提案コース

市民活動団体と市が協働で取り組むことで、

より効果の高まる事業

①地域産業の振興と発展に関する活動

②地域の社会福祉に関する活動

③その他地域社会の振興発展に関する活動

①助成対象経費の総額×80％

　　　　（上限20万円） 

②助成対象経費の総額×100％

　　　（上限40万円） 

事業活動の企画実施に要す

る経費の 50％以内

平成30年 3月 9日（金）
17時必着

【問合せ先】

福井市総合ボランティアセンター

TEL:0776-20-5107
FAX:0776-20-5168
Mail:volunteer@city.fukui.lg.jp

平成 30年5月1日（火）
【問合せ先】

（公財）ふくしん地域振興協力基金
　　　事務局 TEL:0770-25-8533

助成対象事業

募 集 事 業 名

助成金名（助成機関名）

日 　 　 時 内 　 　 　 容

内 　 　 　 容

会 　 　 　 場 　

問 い 合 せ 先

詳細については、各助成機関のホームページなどでご確認ください！

詳細については、福井市ボランティアネットでご確認ください！

詳細については、福井市総合ボランティアセンターHPなどでご確認ください！

助 成 金 情 報
♥

講座・イベント情報
♥

ボランティア募集
♥

平成 30 年 3 月 18 日（日）

　　15:00 ～ 18:00

FUKUI アスノマチ　テーブルトーク
明日の福井のため、市民協働について考えます。福井市内外

の協働事例について、お茶を交えながら学習・交流しましょう。

申込先：市民協働・ボランティア推進課 TEL:0776-20-5107
      

クマゴローカフェ
（福井市中央 1-22-7）
主催：市民協働・ボランティア推進課
共催：NPO法人森のほうかごがっこう

福 井 市 ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト

福井市総合ボランティアセンター

囲碁のお相手ボランティア募集

♥1対 1で囲碁の相手をしていた

だきます♥

済生会病院内デイサービス

♥入院患者さん向けのデイサービ

スのお手伝いをしていただける
人を募集しています♥

タオルケア帽子と手編みパッドの
ボランティア募集

♥楽しくおしゃべりをしながらハン
ドメイドを楽しみましょう♥

ご都合のつく曜日の9時から17時の間の1～2時間、特別
養護老人ホームでお過ごしの利用者様（男性）と1対 1で
囲碁の相手をしていただきます。

フェイスタオル1枚からタオルのケア帽子を作り、抗がん剤の

治療による副作用で脱毛した患者さんに届けます。

手編みパッドはコットン糸で編んだ乳房パッドで、乳がんで乳

房を失った患者さんに届けます。

モアヤングこもれびホーム
（福井市和田中町東沖田30-1）

ボランティア係（担当：石上）

T E L：0776-28-3787

グリーフケア福井
T E L：090-1631-8918（山崎純子）

患者さんの話し相手や、一緒にゲームなどをしていただ

きます。（※長期で続けてくださる方を募集しています）

福井県済生会病院 担当：佐竹

T E L：0776-28-8185
MAIL：volunteer@fukui.saiseikai.or.jp
H P:http://www.fukui-saiseikai.com/

　会場のみやま木ごころ文化ホールは
家族連れが多く、アットホームな雰囲気
に満ちあふれていました。

　座長の林さん、監督の清水さん、脚本          
の松川さんに観客から惜しみない感謝
の拍手が贈られました。

　劇場のホワイエには、歴代のポスター
や脚本、記録写真が展示され、劇団の
20 年の歴史を物語っていました。

会場いっぱいのお客様 感 無 量 の 舞 台 挨 拶 みやま木ごころ一座２0年の軌跡

ふくい市民活動基金助成事業

助成金額 募集期間締切

平成 29 年 12 月 10 日、みやま木ごころ一座の最終公演 「神様、お願い！…～そして明日へ～」 が開かれました。

団員たちは、 親子愛がテーマの物語を熱演。母親との関係に悩む少年カイが、母親にぎゅっと抱きしめてもらうシー

ンは会場の涙を誘いました。 惜しまれながら 21 年間の活動を終え、 発展的解散をすることとなりました。

ハピリン 4Ｆ
福井市総合ボランティアセンター
研修室
主催：福井市総合ボランティアセンター

平成 30 年 3 月 22 日（木）

18:30 ～ 20:30

市民活動の資金を考える講座「資金と志の天秤」
内容：①明確な目的の事業策定と資金計画

　　　②活動資金の確保　③参加者同士の情報交換

講師：ＰＤＣＡサポート　阿部 俊二 氏

平成 30 年 3 月 24 日（土）

13:30 ～ 15:10

ハピリン 4F
福井市総合ボランティアセンター
交流ひろば

主催：市民協働・ボランティア推進課 

福井市非営利公益市民活動促進助成事業
平成 29 年度　成果発表会
発表団体：槇山を育てる会、自立生活センター Com-Support Project
　　　　　みやま木ごころ一座、（特非）自然体験共学センター
　　　　　福井あすわ歴史道場
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日　時

会　場

講　師

　～ボランティア交流会～ 劇的！大人の絵本ライブ

平成29年12月5日（火）13：30～15：30

福井市総合ボランティアセンター
交流ひろば

cosmic flare（コズミックフレア）

ボランティアに関心のある方が集まり交流会を開催しました。

当センター主催の「ボランティアアカデミー」受講者をはじめ、

いろいろな分野で活動する約 50 名が集まり「絵本ライブ」とボ

ランティアトークを楽しみました。

今回の目玉は、自身も読み聞かせボランティアとして活動する、

フリーアナウンサー早見英理子さんと、ギタリスト百井栄子さん

のユニット cosmic flare による「絵本ライブ」です。

読み聞かせに合わせて音楽を演奏する「絵本ライブ」は、演劇

の一場面を見るようでした。グループトークでは、会話もはずみ、

新しいつながりが生まれました。

参加者からは、「楽しかった」「読み聞かせをやってみたい」と

いう声を頂き、今後のボランティア活動への意欲を高めるための

機会になったようです。

講座レポート
♥

明治安田生命の皆さんの"ロバ隊長"作り

みんなの活動パネル展 2017
11/2～11/8　ハピリン 2F 催事場 11/9～12/3　総ボラ交流ひろば

福祉、環境、子育て支援など様 な々分野で活躍している30の市民活動団体が　パネルでそれぞれ
のミッション、ビジョンを紹介しました！来場者数も1600人を超えました！1 1/3・4にはワーク
ショップも開催され、多くの方でにぎわいました！

オレンジリボンとクラフトづくり介護経験者による相談会11/3 11/4
介護の悩みに
笑顔で答えて
くれました！ H U G

かたらい会

皆さんはオレンジ色のロバのマスコット“ロバ隊長”をご存知ですか？ ロバ隊長は、 

“認知症サポーターキャラバン”のマスコットキャラクターです。

明治安田生命福井支社福井南営業所の皆さんは、みんなでできる社会貢献活動と

して、このロバ隊長のマスコット作りを行いました。いつも営業で忙しいスタッフも、

この日は仕事の前にボランティア。和裁をたしなむ人も、普段あまり針にさわらない

人もおしゃべりしながら、時間を忘れ楽しくチクチク針仕事。

出来上がったマスコットは、地域包括支援センターを通して、認知症サポーター養

成講座を受講した子どもたちに配られます。企画した坪田さんは、「女性の好きな小物

作りでボランティアできるのでとても評判が良く、こうして集まって楽しくおしゃべり

しながら活動できて楽しい」と話していました。明治安田生命では今後もこうした社

会貢献活動にみんなで取り組んでいくそうです。

1/12

クラフト作りは
大盛況！ステキな
カラーボードができ
上がりました。

♥

自立生活センターCom-Supprt Project

「障害があってもなくても音楽を愛する気持ちは同じ！」をテーマに、
ダンスイベントとバンド演奏の音楽フェスが開催されました。
ダンスの部では、特別支援学校の児童生徒たちが音楽に

合わせて体を動かす喜びを表現しました。
バンド演奏では5組がステージに立ち、

障害の有無に関係なく音楽を
楽しむ様子を披露し

ました。

 子どもの自然体験活動に取組むNPO法人自然体験共学センター
が、災害時の避難生活を想定した「防災チャレンジキャンプ」を
開催しました。
　会場の小学校跡地、福井市上味見教育施設は初雪がうっすら
積る中、参加者の小学生19名を迎えました。
　子どもたちは、自然体験に加え、非常時を乗り切る知識を学ぶ
ために、テント泊、飯ごう炊飯に挑戦しました。ぬかるむ足元も
なんのその、スタッフの指導のもと、テント設営、火おこし、
まき割りなどを分担しました。
　このキャンプを体験して、参加者のみなさんは多くのことを学
びました。いつ地震や水害が降りかかっても対応できるように、
日ごろから非常時に備えることは大切なことですね。


